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From Child-led Collaborative Work to Unstructured Kindergarten Education : 
Based on the Unstructured Work Initiatives of Hiroshima Girls' High School 
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本研究は, 2005年の中央教育審議会答申以来, 幼稚園教育と小学校教育との接続の観点から注目されてきた協同性をい
かに育むのかを広島女学校附属幼稚園の取り組みから探ることを目的とする。 研究結果から, 1913年に広島女学校附属幼
稚園が導入した自由作業において, 子どもの社会的態度にもたらす協同性の意義が認識され始め, 1928年より始まるラン
バス女学院附属幼稚園における自由保育確立の神髄となったことが明らかとなった。 ク ックやピー ビー らの努力は, 見栄
えのよいものに目を奪われる保護者や, 自由保育を放任と解する内外専門家の理解を得るのは難しかったが, 協同的活動
を通して望ましい社会的態度を身に付けていく子どもの力に励まされながら, 教師の意識改革が進められていく。 
This research examinees initiatives of the Girls' High School Af fi liated Kindergarten to foster a collaborative attitude 
amongst children, a topic considered key to continuity between kindergarten education and elementary school education since 
a related report by the Central Council for Education was issued in 2005.
Our research results revealed that unstructured work implemented by the Hiroshima Girls' School A f fi liated Kindergarten in 
1913 began to be recognized for its significance in conditioning children's social attitudes, particularly of collaboration. We 
have clarified that this became the essence of unstructured kindergarten education at the Lambuth Women's School Affi liated 
Kindergarten.
It was a challenge to foster acceptance of unstructured kindergarten education with parents who wanted something more tan- 
talizing, as well amongst specialists both inside and outside the field-who tended to view it as a shirking of responsibil ity. 
However, the efforts of individuals such as Cook and Peavey, encouraged by the abilities of children who had acquired social 
attitudes appropriate to group living, resulted in a positive change in attitudes of teachers. 
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はじめに
2016 (平成28) 年 8 月26 日, 文部科学省は幼稚園教育
要領の改訂に向け, 「幼児教育部会における審議の取り
まとめ」 を発表した。 それによると, 「幼児教育におい
て育みたい資質 ・ 能力は, 個別に取り出して身に付けさ
せるものではなく, 遊びを通しての総合的な指導を行う
中で, 『知識 ・ 技能の基礎』, 『思考力 ・ 判断力 ・ 表現力
等の基礎』, 『学びに向かう力, 人間性等』 を一体的に育
んでいく こ とが重要である」 と している(')。 そして, 
5 領域のねらい及び内容を通して, 5 歳児修了までに育っ
てほしい具体的な10の姿を示した。 ここで 「友達との関
わり を通して, 互いの思いや考えなどを共有し, それら
の実現に向けて, 工夫したり, 協力したりする充実感を
味わいながらやり遂げるよう になる」 姿と して示された
のが協同性である(2)。
協同性については, 2005 (平成17) 年の中央教育審議
会答申 「子どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後の
幼児教育の在り方について一子どもの最善の利益のため
に幼児教育を考える 」 でも, 幼稚園教育と小学校教育
との接続の観点から注目されてきた。 そして, 教育内容
における接続の改善と して, 「幼稚園等施設において, 
小学校入学前の主に5 歳児を対象として, 幼児どう しが, 
教師の援助の下で, 共通の目的 ・ 挑戦的な課題など, - 
つの目標を作り出し, 協力工夫して解決していく活動を
『協同的な学び』 として位置付け, その取組を推奨する
必要がある」 と明示された(3)。 
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さらに同年, 国立教育研究所 ・ 教育課程研究センター
が発行した指導書 『幼児期から児童期への教育』 には, 
「幼稚園教育の日的の一つは幼児の協同性を育むことで
あると言える。 教師は他者とのかかわり を協同性という
視点でとらえ, 幼児同士が互いに学び合える関係が築け
るよう に, かかわり合って学ぶ力が育つよう に援助する
こ とが必要である」(4) と し, 協同性を育む次の6 つの
視点を挙げている。 ①幼児同士の交流が自然に生まれて
く る環境を構成する, ②少人数での活動を大切にする, 
③学級全体で活動する, ④こだわりを追求し, 知的な広
がりのある協同的な活動を行う, ⑤学び合いや話し合い
を援助する, ⑥異年齢との学び合い, の 6 点である(5)。
このことを踏まえて, 2008 (平成20) 年に改訂された
『幼稚園教育要領』 の領域 「人間関係」 の 「ねらい」 で
は, 「進んで身近な人とかかわり, 愛情や信頼感をもつ。」
が, 「身近な人と親しみ, かかわり を深め, 愛情や信頼
感をもつ。」 に改められ, かかわり を深める過程が重視
された。 また 「内容」 では, 「友達と一緒に物事をやり
遂げよう とする気持ちをもつ。」 が, 「友達と楽しく活動
する中で, 共通の目的を見いだし, 工夫したり, 協力し
たりなどする。」 となり, 「単に友達と一緒に活動してい
るという ことにとどまらず, 一緒に活動する幼児同士が, 
目的を共有し, 一人では得られないものに集中していく
気分を感じたり, その中で工夫し合ったり, 力を合わせ
て問題を解決したり して, 自分も他の幼児も生き生きす
るよう な関係性を築いていく こと」 が重視されるよう に
なった。 「内容の取扱い」 においては, 「幼児が互いにか
かわり を深め, 協同して遊ぶよう になるため, 自ら行動
する力を育てるよう にするとともに, 他の幼児と試行錯
誤しながら活動を展開する楽しさや共通の目的が実現す
る喜びを味わう ことができるようにすること」 が新たに
加えられた(6)。
ちなみに, “協同する経験を積み重ねる” には2 つの
重要な点がある。 ①人間関係の育ちを入園時からていね
いに積み上げること, ②それが教師主導で行われるもの
ではなく, 幼児自身の自発性や主体性に基づく ものであ
ること, の 2 点である(7)。 現実的に, 幼児の自発性を
大切にしながら, 教師が一方的に目的を与えるのではな
く, 幼児が一緒に活動する中で幼児自らが目的を見出す
までゆったり寄り添う ことは難しい。 さらに, 人間関係
の深まりに沿って, 幼児同士が共通の目的を生み出し, 
協力し, 工夫して実現していく という協同する経験を重
ねるなど, 一朝一夕にできるものではない。
この “協同する経験の積み重ね” にいち早く着手した
のが , 広島女学校である。 広島女学校ではク ッ ク
(Cook, M. M ) 指導のもと, 1913 (大正 2 ) 年からフ
ルト ン (Fulton, J ) が大型積木や廃物を利用した自由
作業を導入したが, それは子どもたちが共通の日的に向
け力を合わせる機会をもたらした。 1917 (大正 6 ) 年に
は, マク ドウェル(McDowe11, J ) が, 教師主導の保育
を子ども主体へと大きく移行させる取り組みに着手し始
める。1919 (大正 8 ) 年11月, 広島女学校保姆師範科は
神戸のランバス記念伝道女学校との合併が決議され, 神
学部と保姆専修科とをもつランバス女学院として, 広島
を離れ, 大阪での新たなる出発を目指した。 ク ツクらが
目指した子ども主体の活動に根ざした保育は, 第 1 期 : 
恩物中心主義からの脱却 (1904年~ 1910年) , 第 2 期 : 
フルトンによる自由作業導入 (1913年~ 1928年) , 第 3 
期 : ピー ビー による自由遊びを基底と した保育の確立
(1928年~ 1941年) , という3 期を通して段階的に進めら
れていく。
本研究は, 第 2 期を中心に, アメリカ人指導者によっ
て目指された子どもの協同性の実際と, 教師主導から子
ども主体の保育が確立されるまでの過程を辿ることを日
的とする。 それはまた子どもの協同的活動に寄り添う こ
とが一朝一夕にはできないことの解明でもある。 
1 . 自由保育への準備段階
井口の指摘によれば, 進歩主義教育による自由保育導
入は1928 (昭和 3 ) 年頃からである(8)。 しかし, その
準備段階は1913 (大正2 ) 年, クツクが休暇後に連れ帰っ
たフルト ンによる指導法の取り組みから始まっていく。 
(1) フルトンによる指導法改良
コロンビア大学卒業後, 長く保育の経験を積んだフル
ト ンは当時, 手技係であった山脇 (佐野) 小春を次のよ
う な方法で驚かせた(9)。 「手技は小を大に, 材料を豊富
にして, 自由作製にと指導されるので, 木片 , 紙片 , 古
箱, 空き缶等何でもが作品材料にされる事になりました
ので当時手技係であった私は毎度仰天していました。 保
育時間割を一切廃止して, 入門から左様ならまで子供の
動きの儘に指導, 見守り役の私達は当分はかなりとまど
い続けでした。」
図 1 梯子を作る
(出典 ) “Kindergarten Department-Hiroshima Girls' School”. 
Seventh Annual Report of the Kindergarten Union of Japan, 
1913, pp44-45. 
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この時期から図1 や図 2 に示すように, 教師の指導の
もと木工が取り入れられ, 梯子が作られた後には, 消防
ごっこなどの協同的な遊びが登場してく る('°)。 広島女
学校附属幼稚園の保育は, 遊びの材料や素材, 時間割の
廃止といった物的環境の改善により, ダイナミ ックで協
同的な活動が導入された。 クツクはこう した保育の改良
を踏まえ, 「日本における私たち幼稚園の使命」 と題し
た論文において 「幼い子どもの生まれながらにもってい
る本質的素質や行動に応えながら, 何が重要かを見極め, 
価値あるより高い水準へと引き上げるのが先生の役目で
ある」 と述べ, 教師が果たすべき役割の重要性を指摘し
た ('')。 
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(出典 ) “Kindergarten Department-Hiroshima Girls' School”. 
Seventh Annual Report of the Kindergarten Union of Japan, 
1913, pp44-45.
そして, 1914 (大正 3 ) 年に打ち出されたのが, 『保
育綱目』 である('2)。 まず, 「保育綱目組織上熟慮ヲ要ス
ル事項」 の第一に 「家庭, 社会, 自然界= 存スル幼児ノ
興味」 を掲げている。 また, 「保育綱目ノ指示スベキ点」
の第一 にも, 「幼児ノ成長発達ラ促サンガタメ是等ノ興
味ヲ利用スベキ事」 と述べ, 成長発達に及ぼす興味の重
要性を指摘している。 第二に, 「心身ノ発達ヲ増長セシ
メ ンガ為メニ幼児= 適当セルモノ ト シテ精選サレタル談
話, 童話, 唱歌, 遊戯, 音律ラ用ヒ及ビ郊外遠足ヲナシ
テ自然物ノ観察ラナサシム」 と述べ, 観察がいち早く保
育項目に含まれている。 第三には, 「普氏ノ恩物手芸及
ビソレニ付属セル材料ラ用ヒテ幼児ノ工業的, 美術的, 
構成的, 創造的, 能力ノ進歩ヲ助ク」 とあり, 木片や空
き箱 ・ 缶など豊富な材料を加えた手技が実施されていた
ことがわかる。 さらに 「幼児ノ有スル興味」 として家庭, 
社会, 自然界の順に例を挙げて説明される。 家庭におけ
る興味では, 家族, 日々の仕事, 家屋や屋内の器具, 時
候の変化に伴う家庭の仕事。 社会における興味では, 幼
稚園や近隣の店頭で働く人, 店頭における時候の変化に
伴う準備。 自然界における興味では, 家畜, 幼稚園で飼
育している動物, 種子, 鳥, 葉・ 花」 ・ 木などが挙がって
いる。 子どもの家庭, 社会, 自然界における体験が週の
主題と して計画され, 内容に具体化されるようになった。 
例えば, 農家や店頭における時候の変化は9 月の第 3 週
日から, 家庭の冬への準備 (火鉢, 炬健, 蒲団等) や, 
昆虫の冬籠りの準備は11月第 2 週日から主題となってい
る o
このよう に子どもの興味に寄り添う保育はどのよう に
実践において具体化されたのだろう か。 それを知る手が
かりがマクドウェルの年間指導計画である。家庭, 社会, 
自然界に見られる時候の変化を主題とした内容を中心に, 
指導計画に見られる子ども理解の変容を辿ってみよう。 
(2) 年間指導計画に登場する自由遊び
1917 (大正 6 ) 年, マクドウェルが来広し, 附属幼稚
園では年間指導計画とそれに応じたスケジュール表が作
成 された('3)。 タイ プ印刷による英文のマク ドウェルの
年間指導計画は1917年 9 月~ 1918年 4 月までと短いもの
である。10月の 1 週から11月 4 週までの週案を例に取り
ながら, 自由遊びを取り入れた大胆な改革を見ておこう。
マク ドウェルによる指導計画の重要性は表1 に示すよ
うに, 1 日の活動において自由遊びが位置づけられた点
にある。 これだけでは, 自由遊びと主題に基づいた導入
や表現, 作業などとの関連性は見られないが, マク ドウェ
ルが1917年に, 「幼稚園の保育計画」 と題して発表した
論文と照合するとその関連性が見えてく る。 この論文に
よると, マク ドウェルは8 時から14時までを保育時間と
する幼稚園では, 表 2 に示すように, 1 日が朝の会集, 
導入や話合い, 経験, 自由遊び, ゲーム, お話の時間ま
たは静かな時間, 恩物または手技工作, 歌, レクリエー
ショ ンの順に流れていく('4)。
まず, 導入や話し合いでは, その日の主題にそった品
物が実際に提示され, 子どもはそれに直接触れたり, 匂
いを嗅いだりする。10月 2 日を例に取れば, 帷子, 袷, 
綿入れ, 羽織といった衣服を机に置いて, 警官, 学生, 
兵隊さんの衣替えについて話すといった具合である。 こ
の導入によって, 子どもたちは具体的に衣服の違いを認
識しそこでの生活体験を踏まえ, 次の表現へと動機づけ
られる。 つまり, 1 組の幼児はこう して教師が設定した
経験を布と綿で人形の布団を作ったり, 2 組の子どもは
人形の服を洗濯し外に干す活動へと動機づけられていく。 
注目すべき点は, これが自由遊びにどう反映されていく
のかにある。 自由遊びの記述は特別な行事が入らない限
り月曜日になされ, 先週の幼児がどんなことをしたのか
を記している。
自由遊びこそが自己活動に対するフレーベルの主張の
唯一合理的な解決法だと考えていたマク ドウェルは, 幼
児自らが必要感に基づいて行えるよう, 「どんなことを
するのか」 をつぶさに観察し, 教師はその思いや行為を
見守り, 提案や方向付けに留まるよう求めた('5)。 そし
て, 「遊びの興味に基づいた計画は, 教師が綿密に計画
したものより もはるかに子どもの生活に、益れている」 こ
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とから, 「完壁に準備された計画に子ども を従わせるよ
りも, 時間をかけて個人としての子どもを研究し, 計画
の方を子どもの日々の興味に合わせるよう」 改革に取り
組み始めたのである('6)。 
表 1 マク ドウェルの年間指導計画
10月1 日 5 日 主題: 家庭での冬の準備
月 本校の30周年記念,
火 衣替え,
導入一 昨日からの警官や学生, 兵隊などの衣替えを見る,
感覚ゲームーいろいろな種類の衣服を用意する(帷子, 袷, 綿入れ, 羽織など) 
表現 1 組は布や綿で人形の掛け布団を作る, 2 組は人形の服を外に干す,
自由遊び 先週は、 何人かの幼児が商店を組み立て, 貨物船や汽車を作り, 人形
を利用して遊んだ, 貨物船はある幼児がロシアに荷物を送るために作った, 他
児が貨物の荷札を貼り, それを駅まで運ぶ子, 船に積み込む子が現れ, 荷物は
ロシアに届けられた, 荷物を受け取った日本人がそれを開けると, 中には日本
で作られたお皿のような貝殼が沢山入っていた ( この遊びは姉に読んで買った
子ども向け雑誌から得たアイデアによるものであった) ,
他の幼児たちは家を作り, 人形を使ってお客様ごっこをした, 幼児たちは公
園に出かけ, そこで聞いた楽しい話を人形に話して聞かせた,
作業 1 組は織紙をし, それに絵の具やクレ ヨンで模様を描く, 2 組と3 組はス
テンシルで服のデザイ ンをする,
静かな時間 羊の話,
水 夏服を片付ける準備 洗濯をする,
導入 私達が服をしまい込むもの(ダンスの引き出し, 長持ち, 箱, バスケッ ト,
トランク) を使った感覚遊び, また, 洗濯の絵を見る,
表現一 1 組は汚く なった人形の服を洗う, 3 組は自分たちのハンカチを洗う,
作業一 ダンス を作る,
静かな時間一 イエスが病の腕の良い織り手を癒やした話
木 冬服を縫う
導入 感覚ゲーム (針, メ ジャ ,ー 、鉄, ヘラ, 糸巻きなど)
表現 1 組は糸を積み木か厚紙に巻く. 3 組は赤いアサガオで糸を染める,
作業 1 組は針箱を組み立てる, 3 組は二つ折りの針箱を作る,
静かな時間 ジヨ一少年の話
金 夏の家具を片付ける, あるいは障子や換の修理
導入一ブラシ, ナイ フ, 板, メ ジャ ,ー いろいろな紙 (障子紙, 唐紙, 壁紙) を
使った感覚遊び
表現一 1 組は換紙や障子紙を切る, 2 組は糊を作る, 3 組は玩具を洗う,
作業一 襖のデザイ ン
静かな時間 聖書の話
歌 洗灌, 兵隊, 掃除, 家族など
ゲーム 洞窟探検, 洗濯, 競争, 手拍子ダンス. ボールが弾むリズム
10月8 日 12 日 主題: 自然の中の秋の用意
月 山に遠足に行き, 木の実やいろいろな葉っぱを集める,
火 木の実集め,
導入一 いろいろな木の実や枝を使った感覚遊び,
表現一 木の実を洗って蒸し, お昼に食べた, 2 組はすでに作っておいた封筒に種
を入れた,
自由遊び 先週は, 何人かの子どもが大型積木で海軍兵舎や、 昼食時に話したい
ろんな種類の船や大砲を作った, 子どもたちは戦艦について多く のアイデアを
表現したが、 それらは9 月に呉港で見たものだった, 数人の子どもは大型積木
でホテルを作り、 草で噴水をかたどった, 他の子どもが旅行客になった,
作業一 紙でバスケッ トや, 色付きの紙で木の実を切り、 大きな紙に貼り付ける, 
静かな時間一 木の実の坊やの話,
水 葉,
導入一 感覚ゲーム(秋に落ちる葉と緑のままの葉)
表現 グレープで大きな紙に葉つばを美しい形に貼る,
作業 トレイの上の葉っぱで作ったデザイ ンに絵の具を塗る,
静かな時間 枝を用意し新しい葉つばの芽を見せ, 神の守りについて話す,
木 風と太陽が, 種を落とし蒔き散らす助けをしている,
導入 太陽の絵, 種や葉が落ちる絵を見る,
表現一 子ども自身が羽飾り、 紙や軽いものになって飛ぶ,
作業一 雲を描く,
静かな時間一 風見のお話,
金 きのこ狩り,
感覚ゲーム いろいろな種類のきのこ
表現 きのこのスープづ く り,
作業 自由な織紙.
静かな時間 きのこの精のお話,
歌 風, 葉つば, 秋, 果物, 太陽,
ゲーム 木の実採り, きのこ狩り, 落ち葉, 風, リス, 小鳥等 , 
10月15 日一19 日 主題: 農夫の秋の仕事一 収穫
月 豆の収穫,
導入一ピーナツ, 黒豆, 小豆, イ ンゲン, 黄色い豆等いろいろな豆,
表現 豆を前る, 年少児は豆腐のスープを作る,
自由遊び 先週, 何人かの子どもは大型積木で家や汽車を作った, 人形やバスケッ
トや貝殼を使って遊んだ, きのこ狩りで母親と姉がお弁当を作った, 家族全員
が汽車に乗り, 山へ出かけた, 数人が栗の実集めや農夫の活動で遊んだ, 数人
は幼稚園を作り, そのうちの2 人が先生, 他の10人は生徒になった, 先生役の
子どもは彼女の先生そつく りに演じた,
作業一 水彩画
静かな時間一 さやの中の5つの豆粒のお話,
火 柿の収穫,
導入 柿やナツメ などいろんな果物の感覚ゲーム,
表現 柿を吊して干し柿にする,
作業 恩物 : 恩物で作ったものについて話す,
静かなお話 イエスによる5000人の給食, 
水 休日
木 お米の収穫
導入 園外保育で田んぼに出かけ, 脱穀作業を見る,
作業 園外保育で見てきたものを自由に表現する,
金 お米の収穫(続き)
導入一 お米の粉から作られる食べ物, パンは小麦粉から作ることを話す
表現一 お米の粉から団子を作り, 小豆と一緒にお汁粉を作る,
作業一 米俵を縫う, テーブルの上に真で編んだマッ ト を掛ける,
静かな時間 幸せな粉屋のお話,
歌 農夫, 小さな庭師, お米の収穫, 果物,
ゲーム 農夫, 粉屋, 水車場, 果物屋. 
10月22 日 26 日 主題: 動物, 小鳥や昆虫の冬眠,
月 家畜
導入一馬と牛, 犬, 鶏, 豚, 熊等の絵を示す, そして野生の動物はどのようにし
て . に食べ物を集めるのかについて話す,
表現一 家畜を見に行く,
自由遊び一先週は子どもたちが広島駅や商店, 汽車等を作り, 運送ごっこ, 旅行
ごっこ, ピクニックごっこ をして遊んだ, 数人がお家ごっこ をして料理や縫い
物, 洗濯をした. 他の者は, 農家を作り, 想像的な収穫遊びをした, また他の
子どもは砂で丘や川を作り, 草を植えたり葉つばを集めたりして遊んだ,
作業 1 組は第 6 恩物で納屋を構成する, 2 組は厚紙で柵を作る, 3 組は粘土と
竹で鶏の囲いを作る,
静かな時間一4 人の音楽家のお話,
火 私たちに慣れた小鳥,
導入一カナリヤ, オウム, アヒル, 七面鳥, ツバメ, ガラス等の絵を見る,
表現一 小鳥屋を見に行く,
作業 鳥籠を編む, 紙でカナリヤを作り, 籠の中に入れる,
静かな時間 神と人が小鳥を守る,
水 渡り鳥
導入 雁, ツバメ, コウノ トリ, ツル等の絵を見る,
表現 1 組は鶏に餌をやる, 2 組は遊具をきれいにする,
作業一水彩画 : 石鹸の泡,
静かな時間一 ルツとナオミ のお話,
木 昆虫の冬眠
導入一蝶, 蜂, スズメバチ, ハエ, 蟻等を見る,
表現 蜂蜜, 砂糖, 酢, 塩等の味を経験する,
作業 粘土 ( 3 つの物の中から選んで作る, )
静かな時間 3 匹の蝶のお話,
金 魚や力エル, 水の中にいる私たちの友達,
導入 魚やカエルの絵を見る,
表現 園外保育
作業一恩物 橋を作る,
静かな時間一 イエスと一晩漁をしたが一 匹も捕れなかった漁師のお話, 
(略) 
11 月19 日 22 日 主題: 感謝祭の続き
月 アメリカの最初の感謝祭,
導入 鶏や孔雀, アヒル, 七面鳥の絵を見る,
表現 3組は鳩に餌をやる, 2 組は庭で葉が出た春菊を摘み, それを洗う, 3 組
は春菊を刻んで卵スープを作る,
作業一組紙, 1 組は聽小屋と柵を作る, 2組は聽小屋を組み立てる, 3組は柵を
作る ,
静かな時間一 最初の感謝祭のお話,
火 農夫の感謝祭と家畜
導入 農場で働く農夫の絵を見る, 羊, 豚, 牛, 馬, ウサギ等の絵を見る,
表現 牛乳, 砂糖, 卵, ベーキングパウダー等で小さなケーキを作る,
作業 粘土 : 幾つかの家畜を作る,
静かな時間 3 匹の子豚のお話,
水 贈り物は何か? 家庭でのお父さんの話,
導入一 子どものお父さんの仕事について話す,
表現一 年長児は貧しい人に持って行く野菜を庭から収穫し, 年少児は果物屋に行
き, 貧しい人のための果物を買う,
作業 感謝祭のための飾り を作る,
静かな時間 日本の感謝祭について話す,
木 感謝祭のお祝い
金 休日
ゲーム 農家の内庭 劇化 少年とラ ツシー 階段での踊り
歌一感謝祭, 農家の内庭, 農夫, 家族, 鳩, 踊り
自由遊び一先週, 数人の子どもが動物園ごっこをして遊び, 紙で柵, 虎, 象, 猫,
馬, 豚, 鶏、 七面鳥等を作る, 数人が大型積み木で兵舎を作り, 鞄, 旗, 兵士
を組み立て, 兵隊遊びをした, 他の子どもたちは太鼓, ラッパ, 旗, 竹で作っ
たサーベルを利用して, 一人が将校になり, 兵隊を演じた,
数人が大型積み木で池を作り, 切紙で作った金魚で金魚売りになった, 他の
子どもたちはバスケッ ト, ダンス, 粘土のヤカ ン, 鍋, 力ツプ, 花瓶, 絵等を
作り. お家ごっこで遊んだ, 
11 月26 日 30日 主題 : 家庭での冬の準備
月 農家での冬の準備
導入一ハツカダイコン, サツマイモ, 大根, カブラ, 人参, ゴボウ等を見せ, そ
れらが売られている店について話す,
表現一 大根を切り、 干すために糸に通す,
自由遊び 先週, 子どもたちは真産を広げ, 大型積み木で門とフェ ンスを建て,
人形を使ってお家ごっこで遊んだ, 彼らはまたダンス, 机, 額, 掛け軸, 花瓶,
人形の服, 乳母車, 自分で作った粘土の紅茶茶碗, 皿, 水を入れる瓶等を利用
した,
数人がフ ェ ンスと門を建て, 動物園を作り, 茶店 , シーソ ,ー ブランコ, 滑
り台, 園の看板, 池を作り, 紙と粘土で作った動物を使って動物園ごっこで遊
んだ, 他の子どもたちは太鼓, ラッパ, 旗, 剣, 馬, 革包を使って兵隊の演習を
演じた, 数人が八百屋ごっこで地面に莫産を広げて籠, 果物, 野菜, 重量計,
物差しを使って遊んだ, 砂糖は砂で, 野菜は草, 皿や鍋, 袋には葉つばを使っ
た,
他の子どもたちは魚屋ごっこやレスト ランごっこをした, この子たちは八百
屋のそばに莫産を広げた, 彼らは新しい店が開店したことを知らせるために紙
を吊した, 
子ども主体の協同的活動から自由保育へ
作業 自由な切絵 : 様々な種類の野菜と果物を切った,
静かな時間一 エジプトの聖家族の話
火 昨日の続き
導入一干し柿, 干し栗, 干し芋, 椎茸, かんびよう等
表現一 干し芋を作る,
作業 粘土で野菜や果物を作る,
静かな時間 何人かの子どもが昨日の話をもう一度話す,
水 海草の保存
導入 寒天, 海苔, ふのり, 昆布, アラメ, わかめ, ひじき等
表現 上の食物で感覚ゲームをする,
作業 蝋燭づく り
静かな時間一 リスのお話,
木 みんなの家の冬の準備
導入一火鉢, 炬健, カイロ, 炭, 石炭, タ ドン等
表現一 木で炭を作る,
作業 恩物 : 家の家具,
静かな時間 昨日の話を思い出す,
金 家庭で子どもたちのために作った準備
導入 手袋, カバ ,ー ショール, 首巻き, スト ッキング等
表現 着る服の紐を結んだり, ボタンやホック を留めたり, 飾つたりする, 
作業一 火曜日に作った粘土の果物, 野菜に色を塗る,
静かな時間一 聖書の一節を思い出す,
歌一冬, 農夫, 野菜, 木こり.
ゲーム一農夫, 劇, 一週間の仕事, リス, 鉱夫等 . 
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表 2 予定表
朝の会集 個人的な作業 導入
経験
表現一 自由遊び
ゲーム
おやつ
作業
休息
歌
昼食
遊び 集団で過ごす時間, 降園
マク ドウェルの言葉通り, この年間指導計画に記され
た自由遊びは子どもの興味に合う よう に改善するための
試みであった。 子どもの興味に寄り添い, 子ども理解に
努めよう とする姿勢は, 10月 2 日の自由遊びが姉に読ん
で買った子ども向け雑誌から得たアイデアだとわざわざ
注意書きしている点からも明白である。
10月 2 週目の自由遊びは, 9 月に園外保育に出かけた
呉港での生活体験を踏まえた海軍兵舎や戦艦が表現対象
となっている。 続く3 週目は, 2 週目の山へのきのこ狩
りが, 第 4 週目には, 構成した広島駅と家, 汽車を使っ
て運送, 旅行 , ピクニックなどのごっこ遊びが展開して
いる。 さらに, お家ごっこでは料理, 洗濯などなされて
おり, これは第1 週目, 第 2 週目の生活体験を踏まえた
ものであり, 農家の刈り入れは第3 週目の経験を踏まえ
た表現だと考えられる。 このよう に, 主題による教師主
導の計画と自由遊びの結びつきが明確になり, 自由遊び
の題材が家庭を取り巻く近隣の店頭や動物園へと広がる
と共に, 自ら製作したものを使ったごっこ遊びが展開さ
れる。 さらに, 砂や草, 木の葉等の自然物を砂糖, 野菜, 
皿に見立てて遊ぶ様子も記されている。
マク ドウェルは 「年齢が低いほど, 子どもは個人的で
あるが, 成長に連れて友達と遊ぶことを好むようになる。 
とはいえ, いつも友達と同じ時に同じことをさせよう と
すると, 飽きやすく なったり, 遊び時間に興味を示さな
く なったりする」 と指摘しており, 個や小グループによ
る活動にも留意していた('7)。 
2 . 子ども主体の協同的活動を求めて
(1) 「遊びによる教育」 への模索
1921 (大正10) 年 9 月に, クツクは保姆師範科生であ
る上野 (間島) 光 ・ 立花富ら3 名を連れて, 大阪のラン
バス女学院保育専修部に移った。 翌4 月, 広島女学校保
姆師範科は廃止され, ク ツク指導のもと子ども主体の保
育が目指されていく。
子どもの日々の興味に合う指導計画は1923 (大正12) 
年にク ックによ って作成された('8)。 手書きの英文は判
読しづらいが, 保育理念としての聖句は 「わたしが来た
のは, 羊が命を受けるため, しかも豊かに受けるためで
ある」(ヨハネ福音書10:10) を挙げている。
次に 「目的」 は表3 に示すように, 「子どもたちと共
に生きる」 とフレーベルの言葉を掲げ, キリスト教保育
を行う幼稚園の姿勢と教師の心構えを強調したものとなっ
ている。 そして, 適切な環境のもとで行われる日々の経
験を通して, 子どもたちに生活を理解させる。 幼稚園は
肉体的, 精神的, 霊的に個を発達させ, 家族や地域社会, 
人類の一員として成長し得る基礎を家庭に据える助けを
することにある。
表 3 クツクの年間指導計画
目的 「子どもたちと共に生きる」 こと, 適正な環境のもとで行われる日々の経験
を通して, 幼児たちの生活を解釈し, 家庭の基礎を築く こと, 幼稚園は (a) 個
人的に (肉体的, 精神的および霊的に) (b) 社会的に (家族, 地域社会, 国家さ
らに人類の一員として) 教育を実行する,
方法 遊びによる教育, 神が与えられた合自然的な遊びの本能を利用したり, 幼児
の興味や知りたいとかやってみたいという欲求を刺激したりすること, 幼稚園の
日々の活動は, 幼児の本性や他児との交わりの中で日々成長しつつあるニーズに
基づいて計画されること,
(1) 肉体一 規則的な身体的訓練によって, 脚や腕力, 感覚, 身体器官のあらゆる
力を保持し, 発達させる, (幼児たちは内科医の監督の下で守られること)
自然の子として
(2) 料が与えられることによって, 幼児の思考力は育まれる, 明
確な目的に向けて利用するとき, 遊びの材料は幼児を知的表現へと導く, 人
の子として
(3) 霊 非常に邪悪な幼児の不道徳的な段階を理解し, 幼稚園段階を通して肉体
と精神の正しい基礎習慣を形成したり, より意識的な道徳的目的や正しい行
動を保持する, あらゆる真なる生活の基礎であり, 最高の神との意識的な関
係は祈り, 賞賛, 正しい行いによって確立される, 神の子として
材料 フレーベルの恩物, 球体とブロック(平たくて細かい教材は利用しない)
フレーベルの作業, 砂 ・ 粘土, 折り紙と切り紙, 造形, 幼児の目や神経を痛
めないよ うな廃物を使った作品作り, 裁縫用の大きな材料
描画・ 彩色, 自然物, 選択された玩具,
物語やお話
絵画 歌 体操 ゲーム 郊外への散歩と自由遊び
その方法は, 「遊びによる教育」 にある。 子どもの合
自然な遊びの本能を利用したり, 興味や知りたい, やり
たいという欲求を刺激したりするために, 幼稚園では, 
子どもの本性や他児との交わりの中で日々成長しつつあ
るニーズに基づいた活動が計画されていく。
そして, 幼稚園の物的環境として, ①フレーベルの恩
物 : ボールや積み木 (平たく て細かい教材は利用しない) , 
②フレーベルの作業: 砂, 粘土, 折り紙・ 切り紙(子ど
もの目や神経を痛めるよう な細かい仕事は行わない) , 
縫い取り用の大きな教材, ③描画と彩色, ④自然の素材, 
精選された玩具, ⑤物語やお話, ⑥絵画, ⑦歌, ⑧体操, 
⑨ゲーム, ⑩園外保育, ⑪自由遊び (保育者の見守りの
橋 川 喜美代
もと) 等の材料が準備される。 フルト ン以来の改革がこ
う した環境整備の中で結実していく。
この指導計画は, 表 4 に示すような主題に基づき進め
られる。 家庭, 幼稚園, 地域社会, 自然が主題として取
り上げられ子どもを中心として同心円的拡がり を持たせ
ることで, 生活への理解を図ろう とした内容構成になっ
ている。 マク ドウェルの年間指導計画を踏まえ, 子ども
の興味に沿ったものへと精選されている。 主題は日ごと
ではなく月ごとに記されている。 例えば, 10月は 9 月の
続きで, 夏から秋への変化を家庭の食事や衣服, 店先に
並ぶ商品や畑で育つ作物から気づかせよう としており, 
マク ドウェルの年間指導計画より も柔軟に幼児の興味に
合わせて計画できる。
表 4 クックの年間指導計画における主題
4月 : 幼児は家庭から幼稚園にやってく る, その家庭と園の類似点と相違点を話す,
家庭も幼稚園も共に, 規則的な習慣形成や義務を担う役割がある, 幼稚園では,
より意識的に家庭的な義務が求められる. 戸外への興味を育むために, 遊びや
本物の園芸を始める, 太陽や雨を関連づけたり, 覚醒しつつある自然を観察し
たりする, イ ースター
5 月 : 鳥, 花, 昆虫, 個々の家庭や幼稚園に制限された人間への興味を, 地域社会
へ拡大する, 多く の家庭, 店, 農場が幼児の食べ物や衣服の供給に関わってい
る,
6 月 : 人間界と自然界における仕事の分担を考える,
家 庭一父親の仕事, 母親の仕事, 幼児たちの仕事
地域社会一農夫, 商人, 教師, 銀行員, 牧師
自 然一ミ ツバチと花, そして人間
7 月 : 夏に向けて, 人間界と自然界との関連を見直す,
8 月 : 休暇一 家庭は幼稚園が4 ヶ月間行ってきたことを維持し, 深めることが求め
られる.
9 月 : 夏の経験の振り返り, 秋への準備をする. 多くの戸外での時間, 自然の中で
進んでいる変化に気づき, 人間生活との関連を意味づける, 太陽や雨同様風と
の関連に気づく,
10月 : 9 月の主題の続き, 家庭での食事や衣服の変化を見る, 商店や畑も共に変化
している,
11月 : 冬への準備一住まい, 食事, 衣服, 必要な供給物の輸送, 人, 動物, 植物を
用意する, 感謝祭,
l 2月 : 冬の生活や休養の意味の見直し, より充実した生活, 神からの最善の贈り物,
ク リスマス,
1 月 : 冬の不思議. 霜, 雪, 氷と太陽, 雨, 風との関連,
2 月 : 自然や人の生活における相互依存と有用さ, 室内の植物や小動物への行き届
けた世話, 印象を深めたり, 自覚した考えを保証したりするための援助を準備
す る,
3 月 : 1 年間の活動の振り返り, 天候が許す限り, 戸外での多く の生活や観察, 人
や自然に対する春の意味, イースターの準備, 桃の節句, 年長児の卒園, 
こう した幼児への柔軟な対応は, 表 5 の予定表にも現
れており, グループとクラス全体の活動, 静的活動と動
的活動のバランスも考えられている。 しかし, この指導
計画による具体的試みは, ク ツクがアメ リ カでの休暇を
終えて帰朝した1925 (大正14) 年以降にまで持ち越され
ることになった。
表 5 予定表
教師は 8 : 30から責任を持つ, ピアノによる合図,
教師の挨拶, 時にお話
9 : 00 9 : 45 静かな音楽, お祈り, みんなに挨拶
力レンターに印を付ける, スキップ
会話一 クラスでの新しい経験に参加したことを話す,
行進
9 : 45- 10 : 30 グループに分かれて恩物あるいは作業
10 : 30-11 : 00 年少児一戸外での活動 年長児一ゲームあるいは劇遊び
11 : 00-11 : 30 年少児 室内でのゲーム 年長児 戸外での活動
l l : 30- 12 : 00 グループに分かれて恩物あるいは作業
l2 : 00- 1 : 00 昼食, 降園のための身支度
(2) 教師の意識改革
1925年 , 休暇から戻ったクックは本格的な保育改革を
実行に移した。 保育者であった上野(間島) は, 当時の
驚くべき改革を次のように回想している('9)。 「1 年の静
養休暇を終へて帰朝されたと き は特に内面的にも外面的
にも著しい進歩を示されたのであります。 今までの幼稚
園のカリキュラムが一変して, 教育を児童心理の上に置
き, 大人が教えるのではなく, 子どもの内なるものを子
ども自身の考えで発達成長させ, 手技や遊びを通して表
現するのです。 先生は一人一人の子どもの相談相手とな
るので, 始業, 終業のベルはなく なり, 子どもは自由に
自分の考えを生活する。 それが作業であったり遊びであっ
たり遊戯であったりするのです。」 と語っている。
しかし, こう したク ックの取り組みは, 意識改革がな
お進まない保育者の戸惑いとなり, 実現までには時間を
要することとなった。 自由保育への礎を築いたのは, 
1923 (大正12) 年に来日し, 翌年ランバス女学院教師に
なったピービー (Peavy, A ) である。 コロ ンビア大学
を卒業していたビービーは, 1928 (昭和 3 ) 年から, 本
格的な自由作業による保育を実施し始めた。 このピー ビー 
から指導を受け, 実践を支えたのが, 主任保姆立花富で
あった。 立花は当時のピー ビー の教え方が具体的ではあっ
たが, 理論立てて説明することがなく, 「後でデユー イ
を読んでみて, 初めて, ああなるほど先生の言っていた
ことを理論づけすればこう ゆう事なのだ」 と納得できた
という。 しかしその一方で, 「あく までも子どもが中心
で, 教師はよく子どもを観察して, 子どもの求めるもの
を教育すると言うやり方で, 今までのように教師が立て
た計画で進めるのではない。 この新しいやり方で始める
と以前に比べて, 子どもが生き生きしだした。 子どもか
ら, 絶えず刺激があるでしよう。 子どもから教えられる
わけです。 それがこちらにはとても楽しい作業」 になっ
たと述べている(2°)。
自由作業による保育は, 次の3 点に留意するよう求め
られた。 その3 つとは, ①創造性や社会意識を刺激し高
めるための知識, ②創造性を刺激する材料の用意, ③結
果と しての成長 ・ 発達の確認, である。 ピー ビーは自由
作業や創作活動が成功するかどうかの鍵は, 教師にある
ととらえていた。 そこで, ピー ビーが教師に求めたこと
の第 1 は, 子どもたちの創造作業に力を与えられるだけ
の知識をもっていること。 子どもに自由に仕事を選ばせ
るという ことは, 何の考えもなく, ただ気の向く ままに
やらせることではない。 1 つの活動に多様な変化を与え
るには, 教師が最も優れた価値ある活動, または豊富な
活動を選び, 子どもたちを導く だけの明確な考えをもっ
ていなければならない。 さらに, 教師は社会意識を強化
するために, 子どもの興味を剌激するよう な社会生活を
見学させたり, 珍しい本や絵を見せたり, 子ども自身に
自分の経験を話させたりすることが求められた(2')。
ピー ビー は言う。 「子供達には只見たり聞いたり した
丈では何でも其物が真に自分のものと してしっかり這入
りません。 ですから行って後自分達の経験した事を積木
子ども主体の協同的活動から自由保育へ
や其他の材料で造って見たり, 絵をかいたり, 劇的遊を に着いて各々自分の仕事を考えます。 家から予定をつ
く って来た子供, 途中で暗示を得て来た子供, 友達に
刺激された子供, みな何か目的を抱いて居り, 各々好
む材料を選んで, 日数と時数を問わず, 完成するのに
一生懸命努力するのであります。 同一の製作が繰返さ
れて, 続く場合も勿論ありますが, 尚後から後から変
化されて, 面白く新しいものがずんずん発表されて居
ります。 殊にその動機, 進行, 過程, 結果等を観察す
る時, 一層興味深いものがあります。 日々に一定して
居りませんので断言出来ませんが, 木で作られた舟, 
帆かけ舟 , クレオン染のテーブルクロス, ハンカチー
フ, 人形の着物, 空箱, 粘土の動物園の積木等が最近
の仕事の例で, 新しい子供達の間では粘土, 画, 切紙
類が喜んでなされて居ります。 十時前室の整理をして
朝の輪に一同揃います。 これは極短く礼拝を主とした
ものであります。 次はミルク。 手を洗ったり, 机を拭
いたりの準備から, 後始末をし, 口を洗って休むまで
凡そ四十分間, べピークラスの子供達はそれから三十
分程同窓室に床を延べてやすみます。
会話は各組で十五分位, 朝の仕事の批評, 話, 歌の
発表等, 後は陽の照る限り多く外遊をさせる様に致し
て居ります。 最後の二十分はゲーム, リズム, 金曜日
にはお弁当なのでゆっく り音楽会, 楽隊の遊びを致し
ますが, 子供達は大喜びで, 近来はラジオの放送をし
きりに真似て居ります。 
したり一緒にその経験を話合ったりする事が大切です。 
故に見てきた後は先生が気をつけて, 子供の心を刺激す
る様な材料や話や絵を用意して, 此等のものを通して彼
等の経験を深め, 真の意味がわかる様に」(下線引用者) 
と (22) o
見学は子どもたちが興味をもち, しかも直接関係のあ
る場所が選ばれる。 例えば, 郵便局, ラジオ放送局, 停
留所, 車輌工場, 飛行場, 消防署, 果物店, 花屋, 靴屋, 
下駄屋, 氷店, 製氷会社, 洗濯屋, ガス会社, 小鳥屋, 
公園, 動物園, 電気器具店, 農場, 養鶏場, 池 (おたま
じやく しのいる所) などである(23)。 見学を終えた子ど
もに, ピー ビー はさまざまな協同的な表現活動を通して, 
共通の目的を生み出し, 協力し, 工夫して実現していく
という協同する経験を重ね, 協同性や自治的精神を理解
させるよう教師に求めたのである。
第 2 に, 子どもがその観念を発表できるよう創造的な
作業に必要な材料を, 数多く用意することが教師の責任
とされた。 木片, 紙, 粘土, 布, 絵の具, 空箱, 板片な
どが, 家庭や近隣の店から揃えられた(24)。
そして最後に, 目指すべき子ども像が問われる。 子ど
も各人の人格は, 次の観点から調査され, 望ましい社会
的態度へと導く ことが求められた(25)。 「一つ一つの経験
を通じて, 果して子供達が価値ある知識を得ているか, 
その現在の環境に取入れねばならぬ価値ある活動をして
いるか, 其技術及び行為に進歩発達があるか, 亦は他の
子供と共同し得る程度, 自分の順番を喜んで守る事等が
以前より も進んで来ているかどうか, 他の者に頒つ事が
出来るか, 秩序がわきまえられるか, 材料の用い方扱い
方後始末等が発達しているか等を見, 尚これらの活動に
より他の者に対し亦其環境に対する態度が如何に変化さ
れて行っているか, 他の者の喜びとか満足とかを助長す
る時に起る自分の喜びを味う事が出来ているか」 である。 
(3) 自由保育の実際
こう した保育は, 当時のわが国の保育界にあって, 
「分かる人は分かったと思うが, やっていること事態が, 
(一般の幼稚園と) あまりにもかけ離れすぎていたから, 
一般には, あまり理解されるところまでいかなった」 の
で あ る (26) o
まずは保育の実際を1930 (昭和 5 ) 年の立花の報告か
ら見ておこう(27)。 
保育改革の中心となった自由作業では, 立花の報告や
図 3 の様子から, 子どもたちが個別に製作したり, 協同
で木工に挑戦する様子が見られるよう になった(28)。 毎
日 3 ・4種類の手技材料 (積木, 紙類, 粘土, 描画等) 
の中から子どもが好きな材料を選び, 自由な発想で製作
を進めていく様子がわかる。 さらに, 目的をもって園に
やってく る子どもや友達からの刺激を受けて作業が始ま
り, 男児からはボート作りに使う木ぎれや, 女児からは
ままごとのエプロン作りに使う布きれなどの要求が出て
く るよう になったという(29)。
表 6 は1931 (昭和 6 ) 年頃の年長緑組・ 黄組の1 日の
流れを藤田の報告 表 6 予定表
からまとめたもの
であるo
保育は 9 時から
で 「朝はあまり早
く来ないで, 8 時
半から9 時までの
間に来るよう に」
と伝えても, 子ど
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登園
自由作業・ 遊び
おやつ・ 片付け
睡眠
戸外遊び
歌 ・ リズム・ ゲーム
礼拝
降園
毎朝お早うがすみ, 荷物の整理を終えた小さい子供
達が, 第一に心を奪われるのは砂場, 鶏小屋, 花畑等, 
戸外のもので, 雨の降らぬ限り, 小さい如露に飽きも
せず, 池の水を汲み入れ丹念に草花にかけ歩きます。 
亦藤棚の下で一心に砂を口いて喜んで居ります。
但し大きい組の子供達は, 登園すると直ぐテーブル
もたちは8 時頃には元気に顔を出す。 朝登園した子ども
たちはすぐに自由あそび, 自由製作の時間が 1 時間続く。 
10時からミルク等のおやつを摂り, 30分程度の睡眠をと
る。 目が覚めると戸外でブランコや滑り台, ゴザを敷い
てママゴト遊びなどが展開する。 12時20分前頃に鳴らす
ト ライ アングルの音を合図に, 歌 ・ リズム, ゲーム等ク
橋 川 喜美代
ラスの活動が始まる。 礼拝に関しては, - 日の反省など
の活動の締めく く りの時間と して降園前に行われるよう
になった(3°)。 
図 3 自由作業をする子どもたち
(出典) 『聖和保育史』151頁
こう した自由作業は徐々に園内に定着し, 必要な設備
も整備されたものの, 保護者や専門家たちからの批判が
殺到した。 例えば, 自由作業によってできあがったもの
は他園のよう に美しいものばかりではなく, 家庭からの
不満があったり, 内外専門家たちからの批判であった。 
母の会や父の会などを開く ことで, 自由なやり方への理
解を促した。 こう した批判の中で保育者を支えたのは, 
子どもたちの驚異的な成長であった。 「子どもを自由に
させることは真の教育ではなく, むしろ教育をしないこ
とであるという立場からの反論」 もあったが, 実際の現
場での子どもたちの成長は驚異的であり, 「教師たちは
子どもの力のすばらしさにみずから教えられ」 た, ので
あ る (31) o 
おわりに
子ども主体の協同的活動への取り組みは, 広島女学校
附属幼稚園での自由作業の導入を契機に始められた。 自
由作業の導入はグループによる協同的活動を生みだし, 
思考力, 創造力に加え, 協同性や自治的精神の育成が求
められていく。1913年, フルト ンが実施した大型積木や
廃材の導入といった物的環境の充実から, 子ども自らが
「今日は積木で遊ぶ。 僕は大工さんする。 先生クレオン
で絵かきますよ。 粘土したい等と」(32) 言って目的を決
め, 自由に材料を選択できるまでには15年もの歳月を要
した。 その間, マク ドウェルは教師による計画的な主題
の導入や生活体験を通して展開される自由遊びの観察を
基に, 子どもの創造力や社会意識を強化する要因を検討
し, カリキュラムの精選に取り組む。 それは教師主導で
はなく, 幼児自身の自発性や主体性に基づく協同的経験
の積み重ねを辿る試みでもあった。
施設や環境の整備 , カリキュラム編成が整う中, ピー 
ビ一指導のもと教師の意識改革が進んでいく。自己選択, 
自己決定が許されるに連れて, 子どもは明確な目的を目
指した活動への意欲を発揮し始める。 それはまた, 教師
が自分たちの予想をはるかに超えた子どもの力のすばら
しさや子どもの学びに気づく機会となり, その学びに必
要な環境整備へと教師を突き動かす契機となった。 「寝
つき方, 臥床状態等に, 各子供の健康状態が亦家庭の習
慣がよく あらわれる。 ・ ・ (略) ・ ・ ほんとう に無邪気
であり, 熱心である。 可愛いですねと人は云う。 然しじっ
と子供に接してみると可愛いだけでは過されぬ大なる力
が教師に迫ってく るのを覚える。 特別にもっと家庭と共
力 し も っ と 理想的な組を作 っ てみたい と 願っ てい
る」(33) という立花の言葉には, 保育の改善を進めよう
とする教師の思いが込められている。 家庭との連携は当
時から大きな課題であった。
2005年の中央教育審議会答申以来, 幼稚園教育と小学
校教育との接続の観点から注目されてきた協同性は, 19 
13年の広島女学校附属幼稚園に導入された自由作業にお
いてその重要性が認識され, 1928年に始まるランバス女
学院附属幼稚園の自由保育の神髄となった。 クツクやピー 
ビー らの努力は, 見栄えのよいものに日を奪われる保護
者や, 自由保育を放任と解する内外専門家の理解を得る
のは難しかったが, 協同的活動を通して望ましい社会的
態度を身に付けていく子どもの力に励まされながら, 教
師の意識改革が進められていく ことが明らかとなった。 
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